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蕎
麦
の
常
識
非
常
識
㉝ 

 
 

世
界
に
広
が
る
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」・
・
・
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ 

  

昨
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
（
以
下
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
は
速
報
値
で
三
六
八
七
万
人
を
数
え

過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
十
年
前
と
比
較
す
る
と
三
倍
増
に
近
い
勢
い
で
す
か
ら
二
〇

三
〇
年
・
六
千
万
人
・
十
五
兆
円
の
政
府
目
標
達
成
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
世
界
を
見
る
と
、
ト
ッ
プ
は
フ
ラ
ン
ス
の
一
億
人
超
、
以
下
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
タ
リ
ア
・
・
・
日
本
は
や
っ
と
一
〇
位
（
二
〇
二
四
年
推
定
）
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
国
別
に
見
る
と
近
距
離
に
住
む
ア
ジ
ア
人
が
中
心
で
欧
米
人
の

訪
日
は
低
水
準
な
の
で
、
ま
だ
余
力
を
残
し
て
い
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。 

 

在
日
中
の
消
費
内
容
も
爆
買
い
が
話
題
を
呼
ん
だ
ひ
と
昔
前
と
比
べ
る
と
、
急
速
に
モ
ノ

（
買
い
物
）
か
ら
コ
ト
（
体
験
）
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

そ
う
い
え
ば
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ―

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て

き
た
よ
う
で
す
。 

 

元
々
旅
行
中
に
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
フ

ー
ド
は
観
光
旅
行
に
最
初
か
ら
組
み
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
も
い
え
る
の
で
す
が
、「
旅
先
で
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
と
「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
目
的
で
旅
を
す
る
」
と

い
う
こ
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
ガ
ス
ト
ロ
ミ―

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
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後
者
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。 

 

観
光
庁
の
定
義
に
よ
れ
ば
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
「
そ
の
土
地
の
気
候
風
土

が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史
な
ど
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、
食
文
化
に
触

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
食
材
の
産
地
を
訪
れ
る
、

食
の
催
し
物
に
参
加
す
る
、
試
食
・
試
飲
を
す
る
、
郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
る
」
等
々
・
・
体

験
型
の
旅
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
と
は
一
線
を
画
す
る
の
で
す
。 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
ガ
ス
ト
ロ
」
と
は
胃
腸
を
指
し
、「
ノ
ミ
ア
」
は
法
則
を
意
味
す
る

そ
う
で
、
日
本
で
は
「
美
食
学
」
と
訳
さ
れ
、
料
理
を
超
え
て
文
化
・
芸
術
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

高
め
ら
れ
た
も
の
、
一
般
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
次
第
に
欧
米
全
体
へ
広
が
り
現
在
で
は
世
界
各
国
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
富

裕
層
に
狙
い
を
定
め
た
世
界
戦
略
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

日
本
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
国
土
に
多
様
な
食
材
や
食
文
化
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
世
界
の

フ
ー
デ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
美
食
家
・
食
通
（
世
界
で
一
・
五
億
人
い
る
と
さ
れ
る
）
た
ち
か
ら

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
聖
地
」
だ
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

と
は
い
え
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
考
え
る
と
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。
欧
米
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、
京
都
や
鎌
倉
等
一
部
の
観
光
地
に
起
こ
っ
て

い
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
早
期
解
消
等
で
す
。
そ
の
解
決
す
る
方
法
の
一
つ
に
「
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
地
方
へ
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 
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こ
こ
で
、
海
外
の
先
進
事
例
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

先
ず
挙
げ
る
べ
き
は
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
自
治
州
の
事
例
で
し
ょ
う
。 

フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
国
境
・
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
西
端
の
麓
に
あ
っ
て
、
中
央
文
明
か
ら

離
れ
た
辺
境
の
地
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
闘
争
や
テ
ロ
が
頻
発
す
る
地
域
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
は
観
光
や
美
食
と
は
無
縁
な
存
在
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
バ
ス
ク
地
方
が
僅
か
こ
こ
十
年
余
り
で
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
代
表
事
例

に
ま
で
な
っ
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
？ 

 

中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
に
面
し
た
人
口
わ
ず
か
十
九
万
人
の
小
都
市

サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
市
で
、
大
西
洋
の
美
し
い
海
岸
線
と
山
の
幸
・
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
か
つ

て
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
っ
た
処
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
狭
い
地
域
に
現
在
で
は
ミ
シ
ュ
ラ

ン
三
つ
星
店
が
三
軒
、
二
つ
星
店
が
二
軒
、
一
つ
星
店
五
軒
が
あ
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
数
を

人
口
比
・
面
積
比
で
考
え
る
と
東
京
や
パ
リ
を
超
え
る
文
字
通

り
世
界
一
の
美
食
都
市
と
い
わ
れ
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
る
の

も
も
っ
と
も
だ
と
頷
け
る
の
で
す
。 

予
約
が
一
年
先
で
な
い
と
取
れ
な
い
高
級
店
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
少
し
手
軽
な
店
「
バ
ル
」
が
市
内
に
約
百
軒
も

あ
っ
て
、
シ
ー
ド
ル
（
リ
ン
ゴ
酒
）
や
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら

名
物
ピ
ン
チ
ョ
ス
（
小
皿
料
理
・
写
真
参
照
）
を
楽
し
む
こ
と



 

4 

 

が
出
来
る
の
で
す
。 

バ
ル
巡
り
を
す
る
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
シ
ー
ド
ル
を
作
る
農
家
や
ワ

イ
ナ
リ
ー
等
の
生
産
現
場
を
訪
れ
て
試
飲
を
し
た
り
、
ト
リ
ュ
フ
犬
と
共
に
ト
リ
ュ
フ
の
採

掘
に
行
っ
た
り
、
二
千
年
も
の
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
製
法
の
塩
作
り
現
場
を
見
学
し
た
り
、
多

種
多
様
な
現
地
ツ
ア
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
て
一
通
り
体
験
す
る
だ
け
で
三
～
四
日
は
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

美
食
都
市
へ
の
歩
み
は
一
九
七
〇
年
代
に
ご
当
地
出
身
の
シ
ェ
フ
・
ア
ル
サ
ッ
ク
を
中
心

に
若
い
シ
ェ
フ
た
ち
が
集
ま
り
「
ヌ
ー
ベ
ル
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
・
バ
ス
ク
」（
新
し
い
バ
ス
ク
風

料
理
）
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
従
来
の
伝
統
的
な
料
理
法
で
は
な
く
、
地

元
で
生
産
さ
れ
る
素
材
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
世
界
の
様
々
な
国
の
フ
レ
ー
バ
ー
を
取

り
入
れ
た
全
く
新
し
い
料
理
を
創
り
あ
げ
た
の
で
す
。「
ヌ
エ
バ
・
コ
ッ
シ―

ナ
」（
ヌ
ー
ベ
ル

キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
の
ス
ペ
イ
ン
語
読
み
）
と
呼
ば
れ
、
今
日
で
は
本
家
フ
ラ
ン
ス
を
抜
き
世
界
を

席
巻
し
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
高
城
剛

た
か
し
ろ
つ
よ
し

著
「
ス
ペ
イ
ン 

サ
ン
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
の
奇
跡
」
を
参
考
） 

彼
ら
の
活
動
の
新
し
い
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
料
理
界
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
徒
弟
制
度
と

は
真
反
対
に
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
「
互
い
に
教
え
合
う
」「
高
め
合
う
」
と
い
う
強
い
仲

間
意
識
と
郷
土
愛
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
背
景
に
は
独
特
な
「
会
員
制
の
美

食
倶
楽
部
」
の
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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美
食
倶
楽
部
の
源
流
は
と
い
う
と
、
牧
羊
や
漁
業
に
従
事
す
る
バ
ス
ク
の
男
た
ち
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
次
第
に
家
庭
で
の
居
場
所
を
失
っ
て
い
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
男
た
ち
は
秘
密
ク
ラ
ブ
？
（
女
人
禁
制
）
に
集
い
、
男
た

ち
だ
け
で
料
理
を
作
り
・
酒
を
飲
み
・
歌
を
歌
っ
て
楽
し
む
習
慣
が
自
然
に
生
ま
れ
、
そ
こ
か

ら
郷
土
愛
・
仲
間
意
識
や
料
理
へ
の
関
心
が
育

は
ぐ
く

ま
れ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

地
産
地
消
と
い
え
ば
、
日
本
に
も
大
分
県
の
平
松
守
彦
知
事
（
当
時
）
が
主
唱
し
た
「
一
村

一
品
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
県
内
に
止
ま
ら
ず
日
本
全
国
に
広
が
り
、
各
地
に
「
食

の
街
道
」
や
「
道
の
駅
」「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
等
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

そ
の
元
祖
と
も
い
え
る
の
が
山
形
県
の
「
最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
」
（
一
九
九
四
年
～
）

で
し
ょ
う
。
最
上
川
流
域
に
あ
る
村
山
市
の
蕎
麦
屋
十
一
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
商
品

を
開
発
し
て
立
ち
上
げ
た
全
長
十
五
キ
ロ
に
わ
た
る
「
そ
ば
街
道
」
な
の
で
す
。
当
時
と
し
て

は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
、
そ
ば
単
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
ソ
バ
農
家
や

宿
屋
や
ホ
テ
ル
、
他
の
飲
食
店
・
自
治
体
等
と
の
縦
横
の
連
携
は
ま
だ
薄
く
、
地
域
全
体
の
運

動
と
い
う
に
は
残
念
な
が
ら
広
が
り
を
欠
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

し
か
し
日
本
に
は
可
能
性
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

先
述
の
高
城
剛
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
を
始
め
多
く
の
ヌ
ー
ベ

ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
の
旗
手
達
が
強
い
関
心
を
示
す
懐
石
料
理
を
は
じ
め
、
出
汁
や
麺
食
の
文

化
が
日
本
に
は
あ
り
ま
す
。
現
に
バ
ス
ク
か
ら
も
何
人
か
の
シ
ェ
フ
が
京
都
へ
学
び
に
来
て
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い
る
実
績
も
あ
る
か
ら
で
す
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
第
六
代
総
責
任
者
だ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
リ

ュ
ッ
ク
・
ナ
レ
が
「
日
本
料
理
の
料
理
人
は
数
世
代
、
数
百
年
か
け
て
伝
え
ら
れ
た
料
理
人
固

有
の
技
術
と
伝
統
の
継
承
性
は
ど
の
都
市
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
高
い
」
と
評
し
た
通
り
な
の
で

す
。 

 

こ
の
よ
う
に
日
本
料
理
の
完
成
度
は
非
常
に
高
い
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
な
の
で

す
が
、
地
域
挙
げ
て
の
取
り
組
み
と
な
る
と
、
料
理
店
と
食
材
生
産
者
や
ホ
テ
ル
・
宿
屋
な
ど

と
の
連
携
は
希
薄
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
完
結
を
目
指
す
伝
統
的
な
仕
組
み
の
枠
を
超
え
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
と
思
え
ま
す
。
美
食
都
市
と
い
わ
れ
る
に
は
共
通
し
た
テ
ー
マ
を
持
ち
、
業

種
を
超
え
て
連
携
す
る
取
り
組
み
が
必
須
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
か
ら
よ
う
や
く
、
日
本
で
も
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ―

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
本
格
的

な
取
り
組
み
が
各
地
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

日
本
最
古
の
都
市
・
奈
良
の
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
の
取
り
組
み
事
例
・
・
・ 

 

日
本
清
酒
発
祥
の
地
で
あ
り
、
大
和
茶
・
大
和
野
菜
・
大
和
牛
・
三
輪
素
麺
等
・
・
多
様
な

特
産
物
に
恵
ま
れ
、
令
和
四
年
に
は
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
主
催
の
「
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
、
県
立
「
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学

校
」
で
は
ア
グ
リ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
科
・
フ
ー
ド
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
科
が
創
設
さ
れ
、
将
来
の

「
農
と
食
」
を
支
え
る
人
材
開
発
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

北
海
道
、
余
市
・
仁
木
の
「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
事
例
・
・
・ 
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札
幌
か
ら
一
時
間
、
小
樽
市
か
ら
三
十
分
の
余
市
町
に
は
十
九
軒
、
仁
木
町
で
六
軒
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
営
業
中
で
、
地
域
内
に
運
行
中
の
「
ワ
イ
ン
バ
ス
」
で
見
学
・
試
飲
も
可
能
で
す
。

ワ
イ
ン
講
座
も
開
催
さ
れ
お
り
、
新
た
に
ご
当
地
生
産
の
「
生
ハ
ム
・
サ
ラ
ミ
・
モ
ッ
ァ
レ
ラ

チ
ー
ズ
」
等
の
料
理
も
加
わ
り
、
食
の
分
野
も
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
聞
き
ま
す
。 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
牽
引
す
る
有
力
な
分
野
の
ひ

と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

      


